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私
立
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
国
か
ら
私
立

大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ

を
財
源
と
し
て
、
大
学
等
を
設
置
し
て
い
る
学

校
法
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
は
、
国
か
ら
二
、
五
五
二
億

六
、
九
〇
〇
万
円
（
対
前
年
度
五
八
九
億
八
、

一
〇
〇
万
円
減
）
を
受
け
入
れ
、
同
額
を
交
付

す
る
予
定
で
す
。

　
交
付
計
画
額
の
内
訳
は
、
教
職
員
の
給
与

費
、教
育
・
研
究
経
費
等
に
充
て
ら
れ
る
一
般

補
助
二
、
二
二
五
億
四
、九
〇
〇
万
円
（
対
前

年
度
三
〇
億
円
減
）
、
特
定
の
分
野
や
課
程
等

に
係
る
教
育
研
究
の
振
興
を
図
る
た
め
の
特
別

補
助
三
二
七
億
二
、
〇
〇
〇
万
円
（
対
前
年
度

五
五
九
億
八
、
一
〇
〇
万
円
減
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
六
月
二
十
六
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
方
針
等
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
世
界
水
準
の
私
立
大
学
づ
く

り
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
新
た
に
国
が
直
接
学

校
法
人
に
対
し
て
交
付
を
行
う
私
立
大
学
教
育

研
究
高
度
化
推
進
特
別
補
助
（
六
四
四
億
八
、

一
〇
〇
万
円
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
学
校
法
人
、
準
学
校
法
人
に
対
し
て
、
そ
の

設
置
す
る
私
立
学
校
の
校
地
・
校
舎
等
の
施
設

設
備
の
整
備
に
要
す
る
資
金
、
そ
の
他
経
営
に

必
要
な
資
金
に
つ
い
て
、
固
定
金
利
で
長
期
・

低
利
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
の
貸
付
事
業
計
画
額
は
八
六

〇
億
円
（
対
前
年
度
一
〇
〇
億
円
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

貸
付
財
源
は
、
財
政
融
資
資
金
二
四
〇
億

円
、
自
己
調
達
資
金
六
二
〇
億
円
（
う
ち
、
共

済
業
務
に
係
る
長
期
勘
定
か
ら
の
借
入
れ
五
〇

一
億
円
、
私
学
振
興
債
券
の
発
行
に
よ
る
調
達

六
〇
億
円
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
教
育
環
境
整
備
費
の

う
ち
「
大
型
設
備
」
は
、「
大
型
設
備
・
情
報
技

術
整
備
等
」
に
費
目
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
私
立
学
校
の
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉
会
が
行
う
研

修
事
業
に
対
し
助
成
金
を
交
付
す
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る

た
め
、
事
業
団
が
行
う
長
期
給
付
事
業
（
既
年

助
　
成
　
業
　
務

　
私
学
事
業
団
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
三
月

二
十
九
日
付
け
で
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
業
務
別
・
事
業
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

私
学
事
業
団
の
事
業
計
画
と
予
算

平成平成1414年度年度

学
校
法
人
等
に
対
し
て
固
定
金

利
で
長
期
・
低
利
の
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
事
業

私
立
学
校
の
教
職
員
の
た
め

に
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

助
成
事
業

私
立
大
学
等
に
対
し
て
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
事
業
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金
者
年
金
増
額
費
及
び
長
期
給
付
整
理
資
源
）

に
対
す
る
長
期
勘
定
へ
の
繰
入
れ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
（
こ
の
助
成
金
及
び
繰
入
れ
金
の
財
源
は
、

事
業
団
の
助
成
業
務
に
係
る
勘
定
の
平
成
十
三

年
度
利
益
金
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

　
私
立
学
校
の
教
育
と
研
究
の
振
興
の
た
め
に

企
業
等
よ
り
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
寄

付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付
し
ま
す
。

こ
の
寄
付
金
は
減
免
税
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省

告
示
第
一
五
四
号
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
の
受
入
計
画
額
は
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
を
含
め
て
一
二
七
億
円
、
配
付

計
画
額
は
一
〇
〇
億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
私
立
学
校
の
学
術
研
究
に
直
接
必
要
な
資

金
を
交
付
す
る
た
め
、
学
術
研
究
振
興
基
金

に
広
く
一
般
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
そ

の
基
金
を
運
用
し
、
運
用
益
を
学
術
研
究
振

興
資
金
と
し
て
学
術
研
究
の
た
め
の
設
備
の

取
得
費
、
維
持
費
、
そ
の
他
の
研
究
費
に
対

し
て
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
寄
付
金
は
減
免
税
（
特
定
公
益
増
進
法

人
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
の
基
金
受
入
計
画
額
は
一
、

五
〇
〇
万
円
、
一
方
、
学
術
研
究
振
興
資
金
の

交
付
計
画
は
、
九
一
研
究
に
対
し
二
億
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

一
．
情
報
の
収
集
・
提
供
及
び
調

査
・
研
究

　
私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
す
る

情
報
を
収
集
・
蓄
積
す
る
た
め
、
学
校
法
人
基

礎
調
査
等
を
実
施
し
、
集
計
・
研
究
分
析
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
収
集
・
提
供
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
総

合
的
な
私
学
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
築
」
計
画
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

二
．
私
立
学
校
の
経
営
に
関
す
る
調

査
・
研
究
、
指
導
・
助
言

　
私
立
学
校
の
経
営
に
関
し
、
改
善
方
策
の
研

究
や
経
営
指
標
等
の
作
成
を
行
い
、
学
校
法
人

の
求
め
に
応
じ
て
経
営
診
断
及
び
経
営
相
談
を

実
施
す
る
等
、
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
た
め

の
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

三
．
私
立
学
校
の
教
育
条
件
に
関
す

る
調
査
・
研
究
、
助
言

　
私
立
学
校
の
教
育
条
件
等
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
い
、
私
立
学
校
が
改
革
を
行
う
に
当

た
り
教
学
面
に
関
す
る
有
効
な
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
の
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
改
革

等
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
の
共
済
業
務
に
お
け
る
各
事

業
の
基
礎
と
な
る
構
成
員
と
標
準
給
与
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
．
私
学
共
済
制
度
の
構
成
員

　
構
成
員
は
、
表
１
の
と
お
り
、
総
計
一
〇
六

万
人
（
加
入
者
、
被
扶
養
者
及
び
年
金
受
給

者
）
と
推
計
し
ま
し
た
。

二
．
標
準
給
与
の
平
均
月
額

　
標
準
給
与
の
平
均
月
額
は
、
表
２
の
と
お
り

推
計
し
ま
し
た
。

共
　
済
　
業
　
務

受
配
者
指
定
寄
付
金
の
受
入
れ

と
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
事
業
　

一
．
一
般
寄
付
金

学
術
研
究
振
興
基
金
へ
の
寄
付
金

の
受
入
れ
と
学
術
研
究
振
興
資
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
事
業
　

二
．
学
術
研
究
振
興
基
金

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経

営
に
関
し
、
情
報
の
収
集
・
蓄

積
、
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、

関
係
者
の
依
頼
に
応
じ
て
、
そ

の
成
果
の
提
供
そ
の
他
の
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
・
教
育
条
件
情
報
支
援

事
業
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短
期
掛
金
率
は
、
平
成
十
四
年
度
も
引
き
続

き
現
行
の
掛
金
率
を
据
え
置
く
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
前
年
度
と
同
様
、
給
付
分
掛
金
率
千
分

の
七
八
・
六
、
介
護
分
掛
金
率
千
分
の
七
・
八

と
し
ま
す
。
こ
の
掛
金
率
を
も
と
に
推
計
し
た

掛
金
収
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
九
億
円
（
〇
・

五
五
％
）
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
保
健
給
付
等
の
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
比
べ
六
億
円
（
〇
・
六
二
％
）
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
老
人
保
健
拠
出
金

は
前
年
度
に
比
べ
一
九
億
円
（
三
・
八
六
％
）

の
増
加
、
退
職
者
給
付
拠
出
金
は
一
六
億
円

（
九
・
二
六
％
）
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
、
介
護
納
付
金
九
一
億
円
等

金
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
短
期
給
付
請

求
総
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　
長
期
掛
金
率
は
、
平
成
十
四
年
度
も
引
き
続

き
現
行
の
掛
金
率
を
据
え
置
く
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
前
年
度
と
同
様
、
通
常
掛
金
率
千
分
の

一
三
三
（
こ
の
う
ち
千
分
の
八
相
当
は
、
都
道

府
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。）、
特
別
掛
金
率
千
分
の
一
〇
と
し
ま
す
。

こ
の
掛
金
率
を
も
と
に
推
計
し
た
掛
金
収
入

は
、
前
年
度
に
比
べ
一
四
五
億
円
（
六
・
二
七

％
）
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
国
庫
補
助
金
は
、
基
礎
年
金
拠
出
金
の
三
分

の
一
相
当
額
な
ど
総
額
四
二
九
億
円
が
措
置
さ

を
見
込
み
、
図
１
の
と

お
り
の
収
支
状
況
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 

そ
の
結
果
、
掛
金
及

び

利

息

等

の

収

入

（

一

、

七

〇

九

億

円
）
と
給
付
費
及
び

拠

出

金

等

の

支

出

（

一

、

八

四

六

億

円
）
と
の
支
出
超
過

額
一
三
七
億
円
と
支

払
準
備
金
へ
の
積
み

増
し
額
一
億
円
を
合

わ
せ
た
一
三
八
億
円

が
損
失
金
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
な
お
、
支
払
準
備

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
医
療
費
等

は
、
こ
の
事
業
が
支
払
っ
て
い

ま
す
。

短
期
給
付
事
業

退
職
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
年

金
は
こ
の
事
業
が
支
払
っ
て
い

ま
す
。

長
期
給
付
事
業

1,934
億円

54,385
億円

掛金
　　（1,706）

前年度支払�
準備金戻入（87）�

利息等（3）

 当期損失金（138）支払準備金繰入（88）

拠出金等
     （789）

給付費
（1,057）

掛金（2,465）

基礎年金交付金(218）

補助金・受入金（582）

前年度責任
準備金戻入
  (48,950)

 利息等（851）

 当期損失金（1,319）

責任準備金繰入
(50,892)

基礎年金拠出金等
(1,240)

  給付金（2,253）

図１ 短期勘定

図２ 長期勘定

表１ 構成員推計

表２ 標準給与の平均月額推計

区     分

( 短期加入者 )

( 長期加入者 )

合計加入者

被 扶 養 者

年金受給者

平成13年度

(453,625)

(410,903)

456,782

374,888

222,012

平成14年度

(455,294)

(429,455)

458,486

373,718

230,747

�上昇率

(0.37%)

(4.51%)

0.37%

△0.31%　�

3.93%

（単位：人）

（単位：円）

区     分

短期加入者

長期加入者

平成13年度

375,030

364,621

平成14年度

376,046

370,795

上昇率

0.27%

1.69%
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れ
て
い
ま
す
。

　
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
物
価
ス
ラ

イ
ド
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
者
数
の
増

加
に
伴
い
前
年
度
に
比
べ
九
八
億
円
（
四
・
五

四
％
）
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
ほ

か
に
、
基
礎
年
金
拠
出
金
一
、一
八
四
億
円
、

年
金
保
険
者
拠
出
金
五
一
億
円
等
を
見
込
み
、

図
２
の
と
お
り
の
収
支
状
況
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
掛
金
、
交
付
金
、
補
助
金
、
受
入
金
及
び
利

息
等
の
収
入
（
四
、
一
一
六
億
円
）
と
、
給
付

費
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
等
の
支
出
（
三
、
四

九
三
億
円
）
と
の
収
支
差
（
六
二
三
億
円
）
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
原
資
と
し
て

積
み
立
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
責
任
準
備
金

へ
全
額
積
み
立
て
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の
責

任
準
備
金
の
額
五
兆
八
九
二
億
円
の
う
ち
、
予

定
積
増
し
額
一
、
九
四
二
億
円
と
の
差
額
一
、

三
一
九
億
円
が
損
失
金
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
四
年
度
末
の
保
有
資
産
は
、

三
兆
一
、
五
六
八
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

共
済
業
務
勘
定

　
本
勘
定
は
短
期
・
長
期
給
付
事
業
の
事
務
を

行
う
費
用
を
賄
い
、
前
年
度
と
同
様
の
掛
金
率

千
分
の
二
と
国
庫
補
助
金
五
億
円
を
主
た
る
財

源
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
務
費
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
、
財
政
構
造
改
革
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
保
険
料
財

源
化
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た
め
四
分
の
一
が
減

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
掛
金
率
千
分
の
三
を
福
祉
事
業
推

進
の
た
め
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
保
健
事
業
費
総
額
は
二
五
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
医
療
事
業
及
び
宿
泊
事
業
へ

の
繰
入
金
四
五
億
円
等
を
見
込
み
、
図
３
の
と

お
り
の
収
支
状
況
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
下
谷
病
院
の
老
朽
化
に
伴
い
、
そ
の
代
替
え

と
し
て
加
入
者
の
疾
病
治
療
及
び
健
康
管
理
・

増
進
に
寄
与
で
き
る
直
営
医
療
機
関
の
建
設
工

事
を
平
成
十
年
度
か
ら
四
か
年
計
画
で
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年
四
月
に
東
京
臨
海

病
院
と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。
医
療
事
業
の
収

支
状
況
は
図
３
の
と
お
り
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
宿
泊
施
設
の
設
備
整
備
計
画
並
び
に
保
健
経

理
か
ら
の
受
入
等
を
見
込
み
、
図
３
の
と
お
り

の
収
支
状
況
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
貯
金
事
業
の
収
支
状
況
は
、
図
３
の
と
お
り

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
積
立
貯
金
、

積
立
共
済
年
金
、
共
済
定
期
保
険
事
業
並
び
に

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
を
総
括
し
た
も
の
で
す
。

　
預
託
金
金
利
が
引
き
続
き
低
金
利
に
あ
る
現

況
下
で
、他
制
度
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、貸
付

利
率
の
改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加

入
者
貸
付
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
版
を
作
成

し
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
度
の
貸
付
額
は
、
加
入
者
貸
付

三
三
四
億
円
、
特
殊
住
宅
貸
付
三
億
円
、
総
額

三
三
七
億
円
を
見
込
み
、
図
３
の
と
お
り
の
収

支
状
況
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

結
婚
・
教
育
・
住
宅
等
の
資
金

は
こ
の
事
業
が
貸
し
付
け
て
い

ま
す
。

貸
付
事
業

皆
さ
ん
の
財
産
形
成
は
こ
の
事

業
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

貯
金
事
業

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
か
か
る
こ

と
の
出
来
る
直
営
病
院
は
こ
の

事
業
が
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
事
業

人
間
ド
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
補
助
は
こ
の
事
業
が

行
っ
て
い
ま
す
。

保
健
事
業

家
族
旅
行
の
楽
し
い
プ
ラ
ン
は
こ
の

事
業
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

宿
泊
事
業

保 健 経 理
79億円

医 療 経 理
133億円

宿 泊 経 理
194億円

貯 金 経 理
53億円

貸 付 経 理
48億円

79

133

194

46

46

利益金　7

利益金　2

損失金

損失金

損失金

18 61

20 113

187

53

48

7

図３ 福祉勘定の経理別予算収支

収　入 支　出
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従
来
か
ら
財
務
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
私

学
活
性
化
促
進
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関
し
、
情

報
の
収
集
、
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、
そ
の
成

果
の
提
供
そ
の
他
の
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
き

ま
し
た
（
月
報
私
学
四
月
号
参
照
）
。

　
一
方
、
私
立
学
校
に
お
い
て
は
、
本
格
的
な

少
子
化
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
一
八
歳
等
入
学

者
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
極
め
て
厳
し
い
経

営
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
お
い
て
、
経
営
状
況
が

悪
化
す
る
学
校
法
人
が
徐
々
に
増
加
す
る
と
と

も
に
合
併
、
分
離
、
設
置
者
変
更
な
ど
の
対
応

を
迫
ら
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
学
校
法
人
の
経
営
基
盤
の
強
化

に
向
け
た
取
組
等
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平
成

十
四
年
度
は
両
セ
ン
タ
ー
内
に
「
私
学
経
営
相

談
室
」
を
設
置
し
、
融
資
部
及
び
助
成
部
の
内

部
相
談
員
並
び
に
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等
の

外
部
相
談
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
文

部
科
学
省
、
私
学
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
学
校
法
人
及
び
私
立
学
校
の
経
営
改
善

等
の
取
組
に
対
し
て
、
総
合
的
、
一
体
的
に
対

処
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
学
経
営
相
談
室
の
主
な
業
務
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
経
営
改
善
に
関
す
る
資
料
の
提
供

・
経
営
改
善
に
関
す
る
指
導
・
助
言

・
経
営
改
善
事
例
等
の
調
査
・
研
究
・
提
供

・
経
営
改
善
に
関
す
る
個
別
対
応

　
な
お
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
予
算
認
可
を

得
た
上
で
、
財
務
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
私
学

活
性
化
促
進
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
私
学

経
営
相
談
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
組
織
替
え
す

る
予
定
で
す
。

　
従
来
の
業
務
に
加
え
、
経
営
改
善
等
へ
の
取

組
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
の
相
談
・
助
言

業
務
を
よ
り
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
学
校
法
人
及
び
関
係
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
学
経
営
相
談
室
（
平
成
十
四
年
度
）
の
機

構
図
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

経
営
改
善
班　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
九
八

財
務
分
析
班　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
五
一

教
育
条
件
班　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
九
九

会
計
処
理
班　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
五
二

　E-Mail

　s-center@shigaku.go.jp

　E-Mail

　z-center@shigaku.go.jp

私学経営相談室の機構図（平成私学経営相談室の機構図（平成1414年度）年度）

財務相談支援

センター

私学活性化促進

支援センター

融資部･助成部

[内部相談員]

弁　護　士・
公認会計士等

[外部相談員]

室   長 副室長 研究調査員

センター長
[主任研究調査員]

[主任研究調査員]

研究調査員

（財務分析班）

研究調査員

（会計処理班）

センター長
[主任研究調査員]

[主任研究調査員]

研究調査員

（経営改善班）

研究調査員

（教育条件班）

[調整主幹]

私学経営相談室

（開設）
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平成14年8月30日締切 ①調査依頼
②調査票送付

⑦調査票返送
⑥調査票整理・確認

③調査票配付

⑤調査票返送

④調査票作成
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学
校
法
人
等
基
礎
調
査
は
、
私
学
事
業
団
の

総
合
的
な
私
学
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
想
の
一
環
と

し
て
、
学
校
法
人
（
た
だ
し
、
大
学
・
短
期
大

学
・
高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
を
設
置
す
る

法
人
は
別
途
に
調
査
を
実
施
）
並
び
に
特
殊
教

育
諸
学
校
（
盲
学
校
・
聾
学
校
・
養
護
学

校
）
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
を

設
置
す
る
そ
の
他
の
法
人
及
び
個
人
の
方
々
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

調
査
の
目
的

　
私
立
学
校
の
収
入
及
び
支
出
の
実
態
並
び
に
学

校
法
人
の
資
産
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
事
業
団
業
務
遂
行
上
の
基
礎
・
参
考

資
料
及
び
私
学
関
係
予
算
要
求
の
た
め
の
資
料
と

し
、
併
せ
て
学
校
法
人
等
の
経
営
の
参
考
に
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

調
査
票
の
配
付
・
提
出
の
手
順

 

調
査
票
提
出
前
の
最
終
確
認
事
項

▼
学
校
法
人
の
場
合

Ａ
　
学
校
法
人
等
及
び
学
校
の
概
要

　                    

（
調
査
票
区
分
１
）

　
法
人
概
要
及
び
学
校
概
要
に
つ
い
て
、
す
べ

て
の
項
目
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ｂ
　
資
金
収
支
計
算
書（
調
査
票
区
分
２
・
３
）

◆
【
収
入
の
部
・
支
出
の
部
共
通
事
項
】

①
大
科
目
の
金
額
は
、
内
訳
の
合
計
と
一
致
し

て
い
ま
す
か
。

②
「
収
入
の
部
合
計
Ａ
」
と
「
支
出
の
部
合
計

Ａ ｣

は
、
一
致
し
て
い
ま
す
か
。

③
※
欄
に
学
校
名
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◆
【
収
入
の
部
】（
調
査
票
区
分
２
）

①
「
ｊ
計
」
に
、
「
ａ
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
」
か
ら
「
ｉ
借
入
金
等
収
入
」
の
合
計
が

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
「
収
入
の
部
合
計
Ａ
」
に
「
ｊ
計
」
か
ら｢

ｎ

前
年
度
繰
越
支
払
資
金
」
ま
で
の
合
計
が
記

入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◆
【
支
出
の
部
】（
調
査
票
区
分
３
）

①
「
ｆ
計
」
に
、「
ａ
人
件
費
支
出
」
か
ら｢

ｅ

債
務
償
還
費
」
の
合
計
が
記
入
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

②
「
支
出
の
部
合
計
Ａ
」
に
、
「
ｆ
計
」
か
ら

  

「
ｊ
次
年
度
繰
越
支
払
資
金
」
ま
で
の
合
計

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
「
ｊ
次
年
度
繰
越
支
払
資
金
」
は
、
貸
借
対

照
表
（
調
査
票
区
分
６
）
資
産
の
部
「
流
動

資
産
（
ｂ
）
」
の
「
（
う
ち
現
金
預
金
）
」

の
額
と
一
致
し
て
い
ま
す
か
。

④
「
ａ
人
件
費
支
出
」
の
中
の
「
（
う
ち
所
定

福
利
費
）
」
は
、「
本
務
教
員
」「
本
務
職
員
」

の
う
ち
数
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ｃ
　
消
費
収
支
計
算
書（
調
査
票
区
分
４
・
５
）

①
「
ｉ
帰
属
収
入
合
計
」
に
「
ａ
学
生
生
徒
等

納
付
金
」
か
ら
「
ｈ
雑
収
入
」
ま
で
の
合
計

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
「
ｒ
」「
ｓ
」「
ｗ
」
欄
は
、
収
入
超
過
と
支

出
超
過
の
状
況
に
よ
り
記
入
箇
所
が
異
な
り

ま
す
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
欄
に
金
額
が
記

入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
「
ｍ
教
育
研
究（
管
理
）経
費
」（
う
ち
減
価
償

却
費
）
は
、
う
ち
数
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ｄ
　
貸
借
対
照
表（
調
査
票
区
分
６
）

 

「
資
産
の
部
」
の
合
計
Ｂ
は
、「
負
債
、
基
本

金
及
び
消
費
収
支
差
額
の
部
」
の
合
計
Ｂ
と
一

致
し
て
い
ま
す
か
。

Ｅ
　
そ
の
他
の
確
認
事
項

　
金
額
は
、
す
べ
て
円
単
位
で
記
入
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

▼
そ
の
他
の
法
人
及
び
個
人
の
場
合

Ａ
　
学
校
法
人
等
及
び
学
校
の
概
要

                 

　
（
調
査
票
区
分
１
）

　
①
法
人
概
要

　
　
そ
の
他
の
法
人

・
法
人
設
立
認
可
年
月
日
を
除
く
す
べ
て
の

項
目
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

・
法
人
名
称
の
前
に
法
人
種
別
が
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
　
個
人

・
法
人
設
立
認
可
年
月
日
を
除
く
す
べ
て
の

項
目
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

・
「
法
人
等
名
」
に
は
、
一
番
古
い
学
校
名

が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
②
学
校
概
要

・
す
べ
て
の
項
目
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

・
個
人
の
場
合
は
、
法
人
概
要
に
記
入
し
た

学
校
名
も
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ｂ
　
資
金
収
支
計
算
書（
調
査
票
区
分
２
・
３
）

◆
【
収
入
の
部
・
支
出
の
部
共
通
事
項
】

①
大
科
目
の
金
額
は
、
内
訳
の
合
計
と
一
致
し

て
い
ま
す
か
。

②
※
欄
に
学
校
名
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◆
【
収
入
の
部
】
（
調
査
票
区
分
２
）

 

「
ｊ
計
」
に
、
「
ａ
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
」
か
ら
「
ｉ
借
入
金
等
収
入
」
の
合
計
が
記

入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

◆
【
支
出
の
部
】
（
調
査
票
区
分
３
）

①
「
収
支
差
額
」
は
、
収
入
の
部
「
ｊ
計
」
か

ら
支
出
の
部
「
ｆ
計
」
を
差
し
引
い
た
額
で

計
算
し
ま
し
た
か
。

②
「
ｆ
計
」
に
、「
ａ
人
件
費
支
出
」
か
ら
「
ｅ

債
務
償
還
費
」
の
合
計
が
記
入
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

③
「
ａ
人
件
費
支
出
」
の
中
の
「
（
う
ち
所
定

福
利
費
）
」
は
、「
本
務
教
員
」「
本
務
職
の

員
」
う
ち
数
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ｃ
　
消
費
収
支
計
算
書（
調
査
票
区
分
４
・
５
）

　
　
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
　
貸
借
対
照
表
（
調
査
票
区
分
６
）

　
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｅ
　
そ
の
他
の
確
認
事
項

　
金
額
は
、
す
べ
て
円
単
位
で
記
入
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

（
私
学
情
報
部  

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
課
）



計画調書提出依頼 計画調書提出依頼

計 画 調 書 提 出計 画 調 書 提 出

内 定 通 知 送 付

私立大学教育研究高度化推進特別補助（文部科学省執行分）

【学術研究推進特別経費】

 学術研究高度化推進経費

 (1)ﾊｲﾃｸ・ﾌﾛﾝﾃｨｱ経費 

 (2)産学連携研究推進経費

 (3)ｵーﾌ゚ﾝ･ﾘｻーﾁ･ｾﾝﾀー経費

【大学教育高度化推進特別経費】

 海外研修派遣

【大学院高度化推進特別経費】

 大学院整備重点化経費

 研究科特別経費（研究科分・学生分）

 研究科共同研究経費

 海外派遣交流経費

 外国人研究員等特別招へい経費

【大学教育高度化推進特別経費】

 高等教育研究改革推進経費

 教育・学習方法等改善支援経費

 (1)教育・学習方法等の改善

 教養教育改革推進経費

【高度情報化推進特別経費】

 情報通信設備（借入）

 教育学術情報ﾈｯﾄﾜーｸ

 教育学術ｺﾝﾃﾝﾂ

 ｻｲﾊ゙ ･ーｷｬﾝﾊ゚ｽ整備経費

【大学院高度化推進特別経費】

 大学院整備重点化経費

 　教育研究大学院重点経費

 　特別研究学生経費

 　学位論文審査協力経費

 ﾃｨーﾁﾝｸ゙･ｱｼｽﾀﾝﾄ経費

 教育研究機能活性化特別経費

 専門大学院等支援経費

【学術研究推進特別経費】

  学術研究高度化推進経費

 (4)共同研究経費

  ﾘｻーﾁ･ｱｼｽﾀﾝﾄ、ﾎ゚ｽﾄ･ﾄ゙ｸﾀー等支援経費

【大学教育高度化推進特別経費】

 教育･学習方法等改善支援経費

 (2)多元的評価支援経費

 (3)教員流動化促進経費

 国際ｼﾝﾎ゚ｼ゙ｳﾑ開催

 国際化教育

【1月】

【2月】 【4月】 【6月末】 【7月】 【9月】

【4月】

【10月】 【10月】 【10月】

【11月】 【11月】 【11月】

【11月】

【3月】 【5月】 【5月】 【7月】 【10月】

【生涯学習推進特別経費】

 社会人の受入れ

 (1)学部等・大学院

 夜間大学院・夜間部・通信教育等

【個性化推進特別経費】

 学習方法の改善

 (1)大学院基盤整備経費

 (2)小人数教育の推進

 学習機会の多様化

 (1)短期大学専攻科

 (3)高校生の受入れ

 (4)編入学による学生受入れ

 (5)帰国学生の受入れ

 (6)専門高校卒業者の受入れ

 (7)障害者の受入れ

 (8)外国人留学生の受入れ

 特定分野の人材養成

 (1)看護師養成

 (2)養護学校教員等養成

 (3)社会福祉士等養成

【生涯学習推進特別経費】

 社会人の受入れ

 (2)教育訓練講座（新規）

 公開講座・施設等の開放

【個性化推進特別経費】

 学習方法の改善

 (3)インターンシップの推進

 学習機会の多様化

 (2)単位互換・科目等履修生

 (9)地方高等教育機関の活性化

 (10)研究施設・設備等運営費

学　　校　　法　　人 学　　校　　法　　人

文  部  科  学  省 私学研修福祉会 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団

日本私立学校振興・共済事業団

私立大学学術研究高度化
推進委員会による審査

【3月】

海外研修派遣審査委員会
による審査
【7月】

私立大学教育研究高度化
推進専門委員会による審査

【7月～8月】
教育研究活動状況の評価 内　容　審　査

採択制により補助対象を選定 傾斜配分により補助対象を選定

特別補助(私学事業団分）

要件により補助対象

私立大学教育研究高度化推進専門委員会
【10月】

特別補助検討委員会
【10月】

学　　　　校　　　　法　　　　人 学　　校　　法　　人

文  部  科  学  省

交　　付　　決　　定 ・ 交　　付【12月予定】 交　付　決　定・交　付【3月予定】

交付申請
【 11月 】

交付申請
（一般補助として）

【3月】

平成14年度　私立大学等経常費補助金特別補助の事務の流れ（予定）

８８

平成平成１１４年６月１日４年６月１日 第第５５44号号

　
平
成
十
四
年
度
私
立
大
学
等
経

常
費
補
助
金
特
別
補
助
の
う
ち
、

文
部
科
学
省
執
行
分
の
私
立
大
学

教
育
研
究
高
度
化
推
進
特
別
補
助

の
予
算
及
び
事
務
の
流
れ
を
月
報

私
学
四
月
号
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
　
）
で
ご

説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
の
流
れ
に
若
干

の
変
更
が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、

私
学
事
業
団
執
行
分
の
特
別
補
助

を
含
め
て
、
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
。

　
今
後
と
も
事
務
日
程
等
に
変
更

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来

た
る
六
月
四
日
か
ら
開
催
予
定
の

「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
事

務
研
修
会
」
に
お
い
て
、
ご
説
明

し
ま
す
。

5252

私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金

特
別
補
助

「
事
務
の
流
れ
」

変
更
の
お
知
ら
せ



９９

第第５５44 号号 平成平成１１４年６月１日４年６月１日

　
近
ご
ろ
聞
い
た
話
だ
が
、
緑
の
少
年
団
の
日

曜
日
の
奉
仕
と
し
て
、
朝
か
ら
昼
ご
ろ
ま
で
の

作
業
中
、
十
時
ご
ろ
か
ら
気
分
を
悪
く
す
る
子

が
何
人
か
出
た
の
で
、
聞
け
ば
朝
食
を
と
っ
て

い
な
い
事
が
わ
か
っ
た
。
本
人
が
食
べ
た
く
な

か
っ
た
の
で
は
な
く
、
家
人
が
起
き
て
く
れ
な

い
の
で
食
事
が
と
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　
奉
仕
作
業
に
勇
ん
で
出
て
ゆ
く
子
供
が
親
の

寝
て
い
る
う
ち
に
出
か
け
て
ゆ
く
。
朝
食
も
準

備
で
き
ぬ
親
が
い
る
と
聞
い
て
私
は
あ
き
れ
、

「
そ
れ
で
も
親
か
」と
叱
り
と
ば
し
て
や
り
た
い

衝
動
に
か
ら
れ
た
。
そ
の
親
た
ち
の
ま
た
そ
の

親
は
、
そ
れ
こ
そ
食
べ
さ
せ
る
も
の
の
な
い
時

代
を
生
き
て
、
我
が
身
を
削
っ
て
そ
の
子
ら
に

食
べ
さ
せ
て
来
た
の
だ
。
大
勢
の
子
を
守
り
育

て
る
こ
と
に
生
涯
を
費
や
し
た
親
、
そ
れ
で
こ

の
通
り
頑
健
に
育
っ
た
子
、
わ
れ
わ
れ
。

　
か
つ
て
私
が
幼
稚
園
を
開
設
し
た
こ
ろ
、
い

ろ
い
ろ
と
基
本
事
項
を
定
め
た
中
で
、
園
児
の

昼
食
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

近
隣
の
園
で
は
、
父
母
た
ち
の
要
請
も
あ
っ

て
、
仕
出
し
の
弁
当
を
と
っ
て
い
る
園
が
多
い

と
言
う
。
私
の
考
え
は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い

た
。
子
ど
も
の
、
特
に
幼
児
期
の
食
事
に
は
、

親
が
細
心
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
、
子
ど
も
の

喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
弁
当
を
作
っ
て

与
え
、
ま
た
そ
の
食
べ
具
合
を
あ
と
で
見
定
め

る
ぐ
ら
い
は
、
親
と
し
て
の
最
低
の
責
務
で
は

な
い
か
。
そ
れ
に
加
え
て
、
近
ご
ろ
と
み
に
問

題
視
さ
れ
て
い
る
不
良
食
品
の
チ
ェ
ッ
ク
ま
で

含
め
て
業
者
任
せ
の
食
事
で
心
配
は
な
い
の
か

と
、
私
の
語
調
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
問
題

は
年
ご
と
に
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

毎
日
毎
夜
、
茶
の
間
に
押
し
か
け
て
来
る
テ
レ

ビ
攻
勢
に
ま
き
込
ま
れ
て
、
自
分
の
思
い
も
自

分
ら
し
い
生
活
も
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
家
庭
が

余
り
に
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
達

も
、
親
や
教
師
よ
り
も
テ
レ
ビ
の
虚
像
に
よ
っ

て
育
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
。
近
ご
ろ
の
露

骨
な
商
業
主
義
や
、
視
聴
率
本
位
の
あ
く
ど
い

番
組
に
奔
走
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
有
様
を
、
私

は
憂
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
い
る
。

　
私
の
敬
愛
す
る
木
村
治
美
氏
（
現
共
立
女
子

大
学
教
授
）
の
「
し
な
や
か
な
教
育
論
」
は
さ

す
が
に
女
性
の
時
代
の
質
を
見
せ
て
見
事
で
あ

る
。
彼
女
は
学
究
と
し
て
の
生
活
の
中
で
も
、

自
ら
も
主
婦
と
し
て
、
親
と
し
て
の
平
凡
な

日
々
を
回
想
し
つ
つ
、
日
本
人
の
軽
薄
な
合
理

主
義
や
え
せ
進
歩
主
義
に
対
す
る
警
告
と
し
て

「
日
々
の
生
活
を
紡
ぐ
」
こ
と
の
重
要
さ
を
力

説
し
、「
こ
こ
ろ
」
は
複
雑
な
日
常
の
営
み
の

副
産
物
と
し
て
自
然
に
生
ま
れ
る
も
の
、「
手

間
暇
か
け
る
こ
と
の
中
で
育
っ
て
く
れ
る
も

の
」
だ
と
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
る
。
子
ど
も
の

た
め
に
「
手
間
暇
か
け
て
」
お
弁
当
を
作
り
、

肌
着
を
洗
っ
て
は
着
せ
替
え
る
こ
と
な
ど
を
、

あ
え
て
お
母
さ
ん
方
に
要
請
し
た
私
の
考
え

を
、
見
事
に
支
持
し
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い

限
り
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
私
は
「
親
と
子
の
学
習
室
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
す
る
我
が
幼
稚
園
の
父
母
た
ち
に
向
け

て
、
彼
ら
が
世
直
し
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
上
で
、
か
ね
て
度
々
口
に
し
て
い
た

「
我
が
家
の
家
訓
作
り
」
を
提
唱
し
た
。

家
訓
と
言
え
ば
い
か
め
し
い
が
、
家
族
み
ん
な

で
相
談
し
、
我
が
家
の
生
活
の
上
で
目
指
し
た

い
ス
ロ
ー
ガ
ン
、ま
た
、し
て
は
い
け
な
い
戒
め

な
ど
を
、
短
い
言
葉
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
そ
れ
を

実
行
し
た
ら
心
か
ら
褒
め
、
反
し
た
ら
強
く
叱

責
す
る
が
い
い
。
そ
の
け
じ
め
が
今
の
世
に
足

り
な
い
の
だ
。
ま
た
、
そ
れ
を
提
唱
し
た
責
任

者
と
し
て
、
親
た
ち
は
当
然
の
こ
と
自
ら
を
厳

し
く
律
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
つ
け
加
え
た
。

　
実
は
、
世
の
親
た
ち
の
多
く
に
、
そ
う
し
た

思
い
が
あ
っ
て
、
何
故
か
実
行
に
踏
み
切
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
証
拠
に
、
ほ
と

ん
ど
の
父
母
た
ち
が
進
ん
で
賛
同
し
、
思
い
思

い
の
家
訓
を
寄
せ
て
は
、
そ
れ
を
色
紙
に
書
い

て
ほ
し
い
と
私
に
迫
る
で
は
な
い
か
。
今
年
の

「
虹
の
誌
ま
つ
り
」
（
幼
稚
園
の
父
母
と
子
ど

も
た
ち
の
文
化
祭
）
に
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て

家
族
の
写
真
や
、
そ
の
家
訓
の
意
図
す
る
も
の

な
ど
を
記
し
た
盛
り
た
く
さ
ん
の
展
示
が
、
彼

ら
の
意
慾
を
見
せ
て
、
さ
わ
や
か
な
感
動
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
世
直
し
は
、
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で

の
さ
さ
や
か
な
変
革
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
残
さ
れ
た
私
の
生
涯
が
、
そ
の

こ
と
の
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
、
切
に

思
う
。

学校法人　九里学園学校法人　九里学園
　　　　　理事長　九里　茂三　　　　　理事長　九里　茂三

「世直しは、子を持つ家庭から」「世直しは、子を持つ家庭から」
随想随想



１０１０

平成平成１１４年６月１日４年６月１日 第第５５４号４号

▼基礎届書の提出期限と提出先▼基礎届書の提出期限と提出先

①①「基礎届書」「基礎届書」用紙による提出用紙による提出

②②「磁気媒体」「磁気媒体」による提出による提出

提出期限提出期限 提　出　先提　出　先

  　東京都所在の学校法人等　東京都所在の学校法人等 ７月７月１１９９日日（金）（金） 私学事業団　共済事業本部私学事業団　共済事業本部

  　東京都以外の所在の学校法人等　東京都以外の所在の学校法人等 ７月７月３３１１日日（水）（水） 各道府県の私学主管課　各道府県の私学主管課　

提出期限提出期限 提　出　先提　出　先

  　東京都所在の学校法人等　東京都所在の学校法人等 ７月７月１１９９日日（金）（金）
私学事業団　共済事業本部私学事業団　共済事業本部

  　東京都以外の所在の学校法人等　東京都以外の所在の学校法人等 ７月７月３３１１日日（水）（水） 　　

　
加
入
者
の
毎
月
の
掛
金
や
給
付
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
標
準
給
与
の

決
め
方
に
は
、
次
の
三
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
①
　
資
格
取
得
時
の
報
告
に
基
づ
く
決
定

　
②
　
定
時
決
定
（
標
準
給
与
の
基
礎
届
）

　
③
　
随
時
改
定
（
固
定
的
給
与
の
変
動
に
よ
る
二
等
級
以
上
の
標
準

　
　
　
給
与
変
更
）

　
特
に
、
②
の
定
時
決
定
は
十
月
か
ら
翌
年
の
九
月
ま
で
の
一
年
間
の

標
準
給
与
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
定
時
決
定
の
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
は
、
六
月
下
旬
に
学
校

法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
五
月
・
六
月
の
給
与
を
記
入
し
て
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
磁
気
媒
体
で
の
届
け
出
を
申
請
し
、
私
学
事
業
団
か
ら
承
認

を
受
け
て
い
る
学
校
法
人
等
に
つ
い
て
は
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

▼

定
時
決
定
の
対
象
に
な
る
人

　
資
格
取
得
日
が
平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
以
前
で
、
七
月
一
日
現

在
加
入
者
で
あ
る
人
（
七
十
歳
以
上
の
加
入
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

▼

定
時
決
定
の
対
象
に
な
ら
な
い
人

　
●
資
格
取
得
日
が
平
成
十
四
年
六
月
一
日
以
後
の
人

　
●
五
月
に
固
定
的
給
与
が
増
減
し
、
七
月
か
ら
標
準
給
与
が
二
等
級

以
上
変
更
に
な
っ
た
人

▼

基
礎
届
書
の
提
出
が
省
略
で
き
る
人

　
●
四
月
に
固
定
的
給
与
が
増
減
し
、
六
月
か
ら
標
準
給
与
が
二
等
級

以
上
変
更
に
な
っ
た
人
で
、
そ
の
給
与
月
額
が
基
礎
届
書
の
給
与

月
額
と
同
額
と
な
る
人

　
　
こ
の
場
合
、
定
時
決
定
の
実
施
通
知
文
に
同
封
し
た
「
省
略
申
出

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

そ
の
他
の
注
意
事
項

　
●
基
礎
届
書
の
氏
名
や
生
年
月
日
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
基
礎
届

書
の
記
載
内
容
を
訂
正
せ
ず
に
、「
加
入
者
氏
名
変
更
報
告
書
」
又

は
「
加
入
者
氏
名
・
生
年
月
日
等
訂
正
申
出
書

」
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
基
礎
届
書
で
随
時
改
定
（
標
準
給
与
の
変
更
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
的
給
与
が
増
減
し
、
標
準
給
与
が
二
等
級
以
上
変
動
し
て
い

る
場
合
は
、
増
減
し
た
月
と
そ
の
翌
月
の
給
与
を
「
標
準
給
与
変

更
届
書
」
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
●
非
固
定
的
給
与
（
超
過
勤
務
手
当
等
）
は
、
三
か
月
間
の
平
均
額

で
は
な
く
、
そ
の
月
に
支
給
さ
れ
た
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
の
差
額
支
給
が
六
月
ま
で
に
支
払
わ
れ
た
場
合

は
、
新
し
い
給
与
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
休
職
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
休
職
開
始
前
に
受
け
て
い
た
給
与

（
休
職
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
て
い
な
い
給
与
）
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼

確
認
通
知
書
の
送
付

　
基
礎
届
書
に
基
づ
く
定
時
決
定
の
確
認
通
知
書
は
、
十
月
中
旬
に
学

校
法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
。

注
１

「
基
礎
届
書
」
以
外
の
各
種
届
書
や
報
告
書

は
、
私
学
事
業
団
共
済
事
業
本
部
へ
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
　
私
学
事
業
団
共
済
事
業
本
部
へ
提
出
す
る
書

類
等
は
、
「
〒
一
一
三
―
八
五
七
七
　
東
京
都

文
京
区
湯
島
一
―
七
―
五
」
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
実
　
施
　
要
　
領

共
済
事
業



１１１１

第第５５４号４号 平成平成１１４年６月１日４年６月１日

生命保険会社名生命保険会社名
予　定　利　率予　定　利　率

変　更　年　月　日変　更　年　月　日
変更変更前前（％）（％） 変更変更後後（％）（％）

第　一　生　命第　一　生　命 １１．．５５ ００．．７７５５ 平成平成１１４年８月１日４年８月１日

日　本　生　命日　本　生　命 １１．．５５ ００．．７７５５ 平成平成１１４年４年９月１日９月１日

住　友　生　命住　友　生　命 １１．．５５ ００．．７７５５ 平成平成１１４年４年７月１日７月１日

明　治　生　命明　治　生　命 １１．．５５ ００．．７７５５ 平成平成１１４年４年９月１日９月１日

安　田　生　命安　田　生　命 １１．．５５ ００．．７７５５ 平成平成１１４年９月１日４年９月１日

大　同　生　命大　同　生　命 １１．．７７５５ ＿＿ 据　　置据　　置

富　国　生　命富　国　生　命 １１．．７７５５ １１．．００００ 平成平成１１４年４年９月１日９月１日

太　陽　生　命太　陽　生　命 １１．．７７５５ １１．．００００ 平成平成１１４４年年１１００月１日月１日

別表別表

　
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

積
立
共
済
年
金
事
業
は
、
私
学
事
業
団
が
生

命
保
険
会
社
と
拠
出
型
企
業
年
金
保
険
契
約

締
結
を
行
い
、
加
入
者
が
在
職
中
に
掛
金
を

積
み
立
て
、
そ
の
積
立
金
と
配
当
金
を
原
資

と
し
て
、
退
職
（
脱
退
）
後
の
豊
か
な
生
活

設
計
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
積
立
共
済
年
金
事
業
は
第
一
生
命
保
険
相

互
会
社
を
幹
事
会
社
と
し
て
、
複
数
の
生
命

保
険
会
社
の
共
同
取
扱
契
約
で
あ
り
、
各
引

受
保
険
会
社
は
引
受
割
合
に
応
じ
て
保
険
契

約
上
の
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
積
立
共
済
年
金
の
積
立
金
は
、
加
入
者
か

ら
払
い
込
ま
れ
た
掛
金
か
ら
私
学
事
業
団
の

制
度
運
営
事
務
費
　
％
を
控
除
し
た
金
額

に
、
各
引
受
保
険
会
社
は
引
受
割
合
に
応
じ

た
積
立
金
に
　
％
（
一
部
の
生
命
保
険
会
社

は
、
　
％
）
の
予
定
利
率
を
付
利
し
て
計
算

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
予
定
利
率
は
加
重
平
均
し
て
年
　

％
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
命
保
険
会

社
の
運
用
環
境
が
、
数
年
に
わ
た
る
低
金
利

に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
別
表
の
と
お
り
、
平
成
十
四
年
七
月
以

降
予
定
利
率
が
引
き
下
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
生
命
保
険
会
社
で
予
定
利
率
及
び

変
更
月
（
七
月
～
十
月
）
に
差
異
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
予
定
利
率

の
加
重
平
均
が
段
階
的
に
引
き
下
が
り
、
平

成
十
四
年
十
月
一
日
以
降
の
加
重
平
均
は
、

　
％
程
度
に
な
り
ま
す
。
変
更
後
の
予
定
利

率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更
年
月
日
以
降
に
適

用
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
ま
で
の
積
立
金

が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

保
険
会
社
の
運
用
実
績
に
よ
り
配
当
金
を
上

乗
せ
す
る
仕
組
み
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

こ
の
予
定
利
率
の
引
き
下
げ
に
あ
た
り
、

次
の
事
項
に
該
当
す
る
加
入
者
に
つ
い
て

は
、
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　 

五
十
五
歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
（
自
由

選
択
コ
ー
ス
で
、
積
立
期
間
二
年
以
上
、
年

金
月
額
二
万
円
以
上
）
が
あ
る
加
入
者

　
年
金
額
は
、
受
給
開
始
時
点
の
予
定
利
率

を
適
用
し
て
給
付
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
予
定
利
率
の
引
き
下
げ
以
後
は
、
積
立

金
が
同
額
で
も
年
金
額
が
減
少
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
平
成
十
四
年
六
月
末
日
で
中

途
脱
退
し
、
年
金
の
受
取
り
を
希
望
す
る
場

合
は
、
「
給
付
金
請
求
書
」
と
「
脱
退
申
出

書
」
を
、
所
属
す
る
学
校
法
人
等
を
経
由
し

て
六
月
五
日
（
水
）
【
必
着
】
ま
で
提
出
す

る
よ
う
、
該
当
加
入
者
の
所
属
す
る
学
校
法

人
等
の
共
済
事
務
担
当
者
及
び
該
当
者
あ
て

に
詳
細
を
通
知
済
み
で
す
。

　（
財
）
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
が
実
施
し
て

い
る
ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン
「
つ
な
ぎ
年
金
コ
ー

ス
」
に
つ
い
て
も
、
積
立
共
済
年
金
事
業
と
同

様
に
、平
成
十
四
年
七
月
か
ら
順
次
予
定
利
率

が
引
き
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
 

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

「
つ
な
ぎ
年
金
コ
ー
ス
」

 
 

の
予
定
利
率
の
変
更

（
引
下
げ
）

　
積
立
共
済
年
金
の
予
定
利
率
の
変
更

　
　

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
四
年
七
月
か
ら
引
き
下
げ

　 

繰
延
中
の
加
入
者
等

　
年
金
受
給
資
格
が
あ
る
加
入
者
同
様
、

予
定
利
率
の
引
き
下
げ
以
後
は
、
積
立
金

が
同
額
で
も
年
金
額
が
減
少
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は
、
第
一
生
命
保

険
相
互
会
社
か
ら
別
途
通
知
し
ま
す
。

　
一
部
の
生
命
保
険
会
社
に
お
い
て
、
変

更
後
の
予
定
利
率
よ
り
高
い
予
定
利
率
を

設
定
し
た
新
商
品
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
概
要
が
わ
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

00..55

11..55

11..7575

11..5353

00..8282�

�

①�

②�

新潟県の相談員が
決まりました

　平成１４年４月１日付で次の方に相談業務に

携わっていただくことになりました。

真 保　稔

加茂暁星高等学校

〒959-1322

加茂市学校町16-18

　 0256（52）2000

しん ぼ みのる

共
済
事
業



第１回　私学共済事務担当者連絡会第１回　私学共済事務担当者連絡会

札幌札幌 7/7/２（火）２（火）

函館函館 7/7/４（木）４（木）

旭川旭川 6/266/26（水）（水）

北見北見 6/276/27（木）（木）

帯広帯広 6/196/19（水）（水）

釧路釧路 6/206/20（木）（木）

青森青森 7/7/３（水）３（水）

八戸八戸 7/7/４（木）４（木）

盛岡盛岡 6/186/18（火）（火）

一関一関 6/196/19（水）（水）

仙台仙台 6/206/20（木）（木）

秋田秋田 6/256/25（火）（火）

山形山形 6/276/27（木）（木）

酒田酒田 6/266/26（水）（水）

福島福島 6/256/25（火）（火）

郡山郡山 6/266/26（水）（水）

いわきいわき 6/276/27（木）（木）

水戸水戸 6/126/12（水）（水）

宇都宮宇都宮 6/116/11（火）（火）

前橋前橋 7/7/５（金）５（金）

浦和浦和 6/116/11（火）（火）

川越川越 6/136/13（木）（木）

千葉千葉 6/126/12（水）（水）

柏柏 6/136/13（木（木））

大学、短大、高校、大学、短大、高校、

中学、小学校、高専中学、小学校、高専

幼稚園、盲・ろう・養幼稚園、盲・ろう・養

護、各種、専修学校護、各種、専修学校

幼稚園を除く全学種幼稚園を除く全学種

幼稚園幼稚園

  午前午前 9 9時時3030分～分～1212時時

  午後午後 1 1時時3030分～分～ 4 4時時

  午後午後 1 1時時3030分～分～ 4 4時時

6/116/11

((火火))

6/116/11
((火火))

6/126/12
((水水))

東京東京

横浜横浜

１２１２

平成平成１１４年６月１日４年６月１日 第第５５４号４号

北海道会館「札幌ガーデンパレス」北海道会館「札幌ガーデンパレス」

札幌市中央区北札幌市中央区北11条西条西66丁目丁目

函館北洋ビル　函館北洋ビル　66階第階第22会議室会議室

函館市若松町函館市若松町15-7-6115-7-61

道北経済センタービル　道北経済センタービル　66階第階第22研修室研修室

旭川市常盤通旭川市常盤通11丁目丁目

東急イン　東急イン　66階「青雲の間」階「青雲の間」

北見市大通西北見市大通西22丁目丁目11番地番地

とかちプラザ　とかちプラザ　306306号室号室

帯広市西帯広市西44条南条南1313丁目丁目

釧路市生涯学習センター　まなぽっと幣舞　学習室釧路市生涯学習センター　まなぽっと幣舞　学習室707044

釧路市幣舞町釧路市幣舞町4-284-28

日本赤十字青森県支部　大会議室日本赤十字青森県支部　大会議室

青森市長島青森市長島1-3-11-3-1

八戸市公民館　八戸市公民館　11階講義室階講義室

八戸市内丸八戸市内丸1-1-11-1-1

エスポワールいわて　エスポワールいわて　22階大会議室階大会議室

盛岡市中央通盛岡市中央通1-1-381-1-38

岩手日報一関ビル　岩手日報一関ビル　44階会議室階会議室

一関市大手町一関市大手町3-403-40

宮城会館「仙台ガーデンパレス」宮城会館「仙台ガーデンパレス」

仙台市宮城野区榴岡仙台市宮城野区榴岡4-1-54-1-5

ふきみ会館　ふきみ会館　33階「鳳凰の間」階「鳳凰の間」

秋田市山王秋田市山王5-9-65-9-6

私学会館私学会館

山形市松波山形市松波4-6-14-6-1

天真学園高等学校天真学園高等学校
酒田市浜田酒田市浜田1-3-471-3-47

福島テルサ福島テルサ

福島市上町福島市上町4-254-25

福島県産業交流館　ビックパレットふくしま福島県産業交流館　ビックパレットふくしま

郡山市安積町日出山字北千保郡山市安積町日出山字北千保19-819-8

いわき市労働福祉会館いわき市労働福祉会館

いわき市字平堂ノ前いわき市字平堂ノ前2222

茨城県市町村会館　大会議室茨城県市町村会館　大会議室

水戸市笠原町水戸市笠原町978-26978-26

栃木県自治会館　栃木県自治会館　403403会議室会議室

宇都宮市昭和宇都宮市昭和1-2-161-2-16

群馬県勤労福祉センター　群馬県勤労福祉センター　33階階第第11・・22会議室会議室

前橋市野中町前橋市野中町361-2361-2

埼玉会館　埼玉会館　77BB会議室会議室

さいたま市高さいたま市高砂砂33-1-4-1-4

埼玉県川越地方庁舎　大会議室埼玉県川越地方庁舎　大会議室

川越市新宿町川越市新宿町1-1-11-1-1

ホテルポートプラザちば（公立学校共済組合）ホテルポートプラザちば（公立学校共済組合）

千葉市中央区千葉千葉市中央区千葉港港8-8-55

柏商工会議所　柏商工会議所　401401会議室会議室

柏市東上町柏市東上町7-187-18

地区地区 会会  場場  及及  びび  所所  在在  地地 開催日開催日

地区地区 実施日・時間実施日・時間 対象学校対象学校

●会場・開催日一覧●会場・開催日一覧 ●開催内容●開催内容
Ⅰ　平成Ⅰ　平成１１４年度の事業計画の概要４年度の事業計画の概要

Ⅱ　特殊法人等改革Ⅱ　特殊法人等改革

Ⅲ　医療保険制度の動きⅢ　医療保険制度の動き

Ⅳ　付加給付等の見直しⅣ　付加給付等の見直し

Ⅴ　各業務からのお知らせⅤ　各業務からのお知らせ

　１　１. . 都道府県補助金都道府県補助金

　２　２. . 資格関係資格関係

　　　１）「標準給与基礎届書　　　１）「標準給与基礎届書」」（定時決定）の提出（定時決定）の提出

　　　２）平成　　　２）平成１１５年度からの「標準給与基礎届書５年度からの「標準給与基礎届書」」等の磁等の磁

気媒体による報告要領気媒体による報告要領

　　　３）平成　　　３）平成１１５年度からの電算用紙による「標準給与基５年度からの電算用紙による「標準給与基

礎届書」等の報告礎届書」等の報告

　　　４）国民年金第３号被保険者関係の届け出は私学事　　　４）国民年金第３号被保険者関係の届け出は私学事

業団へ業団へ

　３　３. . 掛金関係掛金関係

　　　１）掛金算定と端数処理　　　１）掛金算定と端数処理

　　　２）学校法人等と加入者の折半負担の端数処理　　　２）学校法人等と加入者の折半負担の端数処理

　４　４. . 年金関係年金関係

　　　・定額部分の加算と加給年金の請求手続き　　　・定額部分の加算と加給年金の請求手続き

　５　５. . 保健関係保健関係

　　　１）人間ドッグ補助事業の補助率等の改正　　　１）人間ドッグ補助事業の補助率等の改正

　　　２）積立貯金事業におけるペイオフへの対応　　　２）積立貯金事業におけるペイオフへの対応

　　　３）積立共済年金の前期募集　　　３）積立共済年金の前期募集

　　　４）積立共済年金制度の予定利率の変　　　４）積立共済年金制度の予定利率の変更更（引き下げ）（引き下げ）

　　　５）共済定期保険の前期募集　　　５）共済定期保険の前期募集

　６　６. . 貸付関係貸付関係

　　　１）貸付利率の改正　　　１）貸付利率の改正

　　　２）住宅建築義務の取扱い　　　２）住宅建築義務の取扱い

　　　３）「工事完了届」の取扱い　　　３）「工事完了届」の取扱い

　７　７. . 施設関係施設関係

　　　・宿泊施設の経営改善とご利用のお願い　　　・宿泊施設の経営改善とご利用のお願い

Ⅵ　アンケートについてⅥ　アンケートについて

●開催時間●開催時間

　午後１時　午後１時３３０分～４時０分～４時

（注）東京・横浜地区では、２回に分けて学種別に開催し（注）東京・横浜地区では、２回に分けて学種別に開催し

ますので、日時・対象学種を確認のうえ出席してくますので、日時・対象学種を確認のうえ出席してく

ださいださい。。（別表参照）（別表参照）

●その他●その他

　連絡会当日は、出席カード（会場でお配りするテキスト　連絡会当日は、出席カード（会場でお配りするテキスト

についています）に記入していただきますので、必ず学校についています）に記入していただきますので、必ず学校

記号番号を確認のうえご出席ください。記号番号を確認のうえご出席ください。

〈別表〉連絡会を２回開催する地区〈別表〉連絡会を２回開催する地区
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東京東京 6/116/11（火）（火）

横浜横浜

厚木厚木 6/136/13（木）（木）

新潟新潟 7/7/３（水）３（水）

長岡長岡 7/7/４（木）４（木）

富山富山 7/7/４（木）４（木）

金沢金沢 7/7/３（水）３（水）

福井福井 7/7/２（火）２（火）

甲府甲府 6/286/28（金）（金）

長野長野 6/266/26（水）（水）

松本松本 6/276/27（木）（木）

岐阜岐阜 6/266/26（水）（水）

静岡静岡 6/206/20（木）（木）

浜松浜松 6/196/19（水）（水）

沼津沼津 6/216/21（金）（金）

名古屋名古屋 6/276/27（木）（木）

津津 6/256/25（火）（火）

大津大津 6/276/27（木）（木）

京都京都 6/266/26（水）（水）

大阪大阪 6/206/20（木）（木）

神戸神戸 7/7/２（火）２（火）

奈良奈良 6/256/25（火）（火）

和歌山和歌山 6/196/19（水）（水）

田辺田辺 6/186/18（火）（火）

6/116/11（火）（火）
6/126/12（水）（水）

倉吉倉吉 6/186/18（火）（火）

松江松江 6/196/19（水）（水）

益田益田 6/206/20（木）（木）

岡山岡山 7/7/４（木）４（木）

広島広島 7/7/４（木）４（木）

福山福山 7/7/３（水）３（水）

山口山口 7/7/２（火）２（火）

徳山徳山 7/7/３（水）３（水）

徳島徳島 6/196/19（水）（水）

高松高松 6/206/20（木）（木）

松山松山 6/256/25（火）（火）

高知高知 6/276/27（木）（木）

福岡福岡 6/186/18（火）（火）

久留米久留米 6/196/19（水）（水）

北九州北九州 6/206/20（木）（木）

佐賀佐賀 7/7/４（木）４（木）

長崎長崎 7/7/２（火）２（火）

佐世保佐世保 7/7/３（水）３（水）

熊本熊本 6/266/26（水）（水）

大分大分 7/7/４（木）４（木）

宮崎宮崎 7/7/２（火）２（火）

鹿児島鹿児島 6/276/27（木）（木）

宜野湾宜野湾 6/196/19（水）（水）

平良平良 6/206/20（木）（木）

地区地区 会会  場場  及及  びび  所所  在在  地地 開催日開催日

１３１３

第第５５４号４号 平成平成１１４年６月１日４年６月１日

湯島会館「東京ガーデンパレス」湯島会館「東京ガーデンパレス」
文京区湯島文京区湯島1-7-51-7-5

神奈川県私学会館　講堂神奈川県私学会館　講堂
横浜市神奈川区高島台横浜市神奈川区高島台7-57-5

神奈川県県央地区行政センター　別神奈川県県央地区行政センター　別館館44階大会議室階大会議室AA・・BB

厚木市水引厚木市水引2-3-12-3-1神奈川県厚木合同庁舎内神奈川県厚木合同庁舎内

メルパルクメルパルクNIIGATANIIGATA　郵便貯金会館　郵便貯金会館

新潟市川岸町新潟市川岸町2-1-72-1-7

長岡商工会議所　長岡商工会議所　33階第階第11ホールホール

長岡市坂之上町長岡市坂之上町2-1-12-1-1

富山県民会館　富山県民会館　701701号室号室
富山市新総曲輪富山市新総曲輪4-184-18

ホテル六華苑（公立学校共済組合）「千歳」ホテル六華苑（公立学校共済組合）「千歳」
金沢市広岡金沢市広岡2-3-102-3-10

福井県庁　福井県庁　66階大会議室階大会議室

福井市大手福井市大手3-17-13-17-1

シティプラザ紫玉苑（公立学校共済組合）シティプラザ紫玉苑（公立学校共済組合）
甲府市飯田甲府市飯田1-2-41-2-4

ホテル信濃路（公立学校共済組合ホテル信濃路（公立学校共済組合））33階「大峰」階「大峰」

長野市岡田町長野市岡田町131-4131-4

松本市勤労者福祉センター　松本市勤労者福祉センター　22階第階第11会議室会議室
松本市中央松本市中央4-7-264-7-26

岐阜県水産会館岐阜県水産会館

岐阜市薮田南岐阜市薮田南1-11-121-11-12

静岡県私学会館静岡県私学会館
静岡市追手町静岡市追手町9-269-26

アクトシティ浜松コングレスセンター　アクトシティ浜松コングレスセンター　5252・・5353会議室会議室
浜松市板屋町浜松市板屋町111-1111-1

音楽館カネサシ音楽館カネサシ

沼津市大手町沼津市大手町4-5-44-5-4

愛知会館「名古屋ガーデンパレス」愛知会館「名古屋ガーデンパレス」

名古屋市中区錦名古屋市中区錦3-11-133-11-13

三重私学青少年会館三重私学青少年会館

津市上浜町津市上浜町1-293-41-293-4

ピアザ淡海県民交流センター　２階第ピアザ淡海県民交流センター　２階第203203号室号室
大津市におの浜大津市におの浜1-1-201-1-20

京都会館「京都ガーデンパレス」京都会館「京都ガーデンパレス」

京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町605605

大阪会館「大阪ガーデンパレス」大阪会館「大阪ガーデンパレス」
大阪市淀川区西宮原大阪市淀川区西宮原1-3-351-3-35

兵庫県私学会館兵庫県私学会館　　44階ホール階ホール
神戸市中央区北長狭通神戸市中央区北長狭通4-3-134-3-13

猿沢荘猿沢荘

奈良市池之奈良市池之町町33

和歌山県民文化会館　和歌山県民文化会館　44階中集会室階中集会室
和歌山市小松原通和歌山市小松原通1-11-1

西牟婁総合庁舎　西牟婁総合庁舎　11階中会議室階中会議室BB
田辺市朝日ヶ丘田辺市朝日ヶ丘23-123-1

鳥取県立倉吉未来中心鳥取県立倉吉未来中心
倉吉市駄経寺倉吉市駄経寺212-5212-5

市町村振興センター　中会議室市町村振興センター　中会議室
松江市殿町松江市殿町8-38-3

明誠高等学校明誠高等学校

益田市三宅町益田市三宅町7-377-37

まきび会館まきび会館

岡山市下石井岡山市下石井2-6-412-6-41

広島会館「広島ガーデンパレス」広島会館「広島ガーデンパレス」

広島市東区光町広島市東区光町1-151-15

福山合同庁舎　第福山合同庁舎　第381381会議室会議室
福山市三吉町福山市三吉町1-1-11-1-1

翠山荘（地方職員共済組合湯田保養所）翠山荘（地方職員共済組合湯田保養所）
山口市湯田温泉山口市湯田温泉3-1-13-1-1

徳山市総合スポーツセンター徳山市総合スポーツセンター
徳山市大字徳山徳山市大字徳山427427

徳島県庁内会議室徳島県庁内会議室
徳島市万代町徳島市万代町11--11

銀星旅館銀星旅館

高松市亀岡町高松市亀岡町1-161-16

愛媛県水産会館　愛媛県水産会館　第第66階大会議室階大会議室
松山市二番町松山市二番町4-6-24-6-2

高知城ホール高知城ホール

高知市丸ノ内高知市丸ノ内2-1-102-1-10

九州会館「福岡ガーデンパレス」九州会館「福岡ガーデンパレス」
福岡市中央区天神福岡市中央区天神4-8-154-8-15

久留米学園高等学校久留米学園高等学校
久留米市東町久留米市東町272-4272-4

美萩野女子高等学校美萩野女子高等学校

北九州市小倉北区片野新町北九州市小倉北区片野新町1-3-11-3-1

佐賀県立女性センター・佐賀県立生涯学習センターアバンセ佐賀県立女性センター・佐賀県立生涯学習センターアバンセ

佐賀市天神佐賀市天神3-2-113-2-11

出島会館　大会議室出島会館　大会議室

長崎市出島町長崎市出島町2-112-11

佐世保市労働福祉センター　佐世保市労働福祉センター　BB会議室会議室
佐世保市矢岳町佐世保市矢岳町1-21-2

水前寺共済会館　水前寺共済会館　22階「鳳凰の間」階「鳳凰の間」
熊本市水前寺熊本市水前寺1-33-181-33-18　　

大分県市町村会館　大会議室大分県市町村会館　大会議室
大分市大手町大分市大手町2-3-122-3-12

KKRKKR宮崎ひむか宮崎ひむか
宮崎市松山宮崎市松山1-12-191-12-19

ホテルウェルビュー鹿児島　ホテルウェルビュー鹿児島　22階「潮騒の間」階「潮騒の間」
鹿児島市与次郎鹿児島市与次郎2-4-252-4-25

沖縄ハイツ沖縄ハイツ

宜野湾市真志喜宜野湾市真志喜3-28-13-28-1

みつば幼稚園みつば幼稚園
平良市下里平良市下里156-1156-1

地区地区 会会  場場  及及  びび  所所  在在  地地 開催日開催日

６月６月1111日日（火）～７月５（火）～７月５日日（金）全国（金）全国7272会場で開催会場で開催

※※  倉吉地区の会場は、東郷町公民館から倉吉未来中心に変更していますのでご注意ください。倉吉地区の会場は、東郷町公民館から倉吉未来中心に変更していますのでご注意ください。

開催時間　午後１時開催時間　午後１時3030分～４時分～４時(     (     の地区はの地区は1212頁の別表参照）頁の別表参照）

※※
共
済
事
業



会　　　場会　　　場 参加対象クラス参加対象クラス 研　　研　　  修　　修　　  日日 定　員定　員 研　修　内　容研　修　内　容

初任者初任者 ７７月月３３００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・長期）基礎編（資格・長期）

初任者初任者 ７７月月３３１１日（水）～８日（水）～８月１月１日（木）日（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ７７月月３３００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・短期）基礎編（資格・短期）

初任者初任者 ７７月月３３１１日（水）～８日（水）～８月１月１日（木）日（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ７７月月２２３３日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・長期）基礎編（資格・長期）

初任者初任者 ７７月月２２４４日（水）～７日（水）～７月月２２５５日日（木）（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

経験者経験者 ８８月６月６日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 演習編（長期）演習編（長期）

初任者初任者 ８８月７月７日（水）日（水）～～８８月８月８日（木）日（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

経験者経験者 ８８月月２２００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 演習編（長期）演習編（長期）

初任者初任者 ８８月月２２１１日（水）～８日（水）～８月月２２２２日日（木）（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ７７月月２２３３日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・短期）基礎編（資格・短期）

初任者初任者 ７７月月２２４４日（水）～７日（水）～７月月２２５５日日（木）（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ７７月月２２３３日（火）日帰り日（火）日帰り ４４００名名 基礎編（資格・短期）基礎編（資格・短期）

初任者初任者 ７７月月２２４４日（水）～７日（水）～７月月２２５５日日（木）（木） ４４００名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ７７月月３３００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４００名名 基礎編（資格・長期）基礎編（資格・長期）

初任者初任者 ７７月月３３１１日（水）日（水）～～８月１日（木）８月１日（木） ４４００名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

経験者経験者 ８８月月２２００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４００名名 演習編（長期）演習編（長期）

初任者初任者 ８８月月２２１１日（水）～８日（水）～８月月２２２２日日（木）（木） ４４００名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ８８月月２２００日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・短期）基礎編（資格・短期）

初任者初任者 ８８月月２２１１日（水）～８日（水）～８月月２２２２日日（木）（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

初任者初任者 ８８月６月６日（火）日帰り日（火）日帰り ４４５５名名 基礎編（資格・長期）基礎編（資格・長期）

初任者初任者 ８８月７月７日（水）日（水）～～８８月８月８日（木）日（木） ４４５５名名 基礎編（全般）基礎編（全般）

＊基礎編（全般）……資格・掛金・短期・長期・保健・貸付の基礎＊基礎編（全般）……資格・掛金・短期・長期・保健・貸付の基礎

私学共済事務担当者研修会会場・日程等一覧私学共済事務担当者研修会会場・日程等一覧

私
学
共
済
の
業
務
内
容
や
事
務
手
続
き
な
ど
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
度
も
研
修
会
を
各
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
月
分
の
掛
金
納
付
通
知
書
（
五
月
十
五
日
送
付
）
に

同
封
し
た
開
催
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

北 海 道 会 館北 海 道 会 館
「札幌ガーデンパレス」「札幌ガーデンパレス」

宮宮  城城  会会  館館
「仙台ガーデンパレス」「仙台ガーデンパレス」

湯湯  島島  会会  館館
「東京ガーデンパレス」「東京ガーデンパレス」

九九  州州  会会  館館
「福岡ガーデンパレス」「福岡ガーデンパレス」

広広  島島  会会  館館
「広島ガーデンパレス」「広島ガーデンパレス」

大大  阪阪  会会  館館
「大阪ガーデンパレス」「大阪ガーデンパレス」

京京  都都  会会  館館
「京都ガーデンパレス」「京都ガーデンパレス」

愛愛  知知  会会  館館
「名古屋ガーデンパレス」「名古屋ガーデンパレス」

１４１４

平成平成１１４年６月１日４年６月１日 第第５５４号４号

▼
参
加
対
象

　
参
加
申
込
み
は
、
私
学
事
業
団
の
共
済
事
務

担
当
者
に
限
り
、
各
学
校
か
ら
二
名
ま
で
と
し

ま
す
。

▼
研
修
内
容

　
研
修
内
容
は
、
私
学
共
済
事
務
の
経
験
や
知

識
に
応
じ
た
二
つ
の
ク
ラ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

初
任
者
ク
ラ
ス

　
私
学
共
済
の
業
務
内
容
や
事
務
手
続
き
等

に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る

人
を
対
象
と
し
、
一
部
事
例
演
習
を
加
え
講

義
形
式
で
行
う
研
修
で
す
。

（
共
済
事
務
経
験
年
数
が
お
お
む
ね
三
年
未

満
の
人
を
対
象
）

〔
二
日
間
研
修
〕
…
共
済
業
務
全
般

〔
日
帰
り
研
修
〕
…
資
格
・
短
期
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
資
格
・
長
期

　

　
経
験
者
ク
ラ
ス

　
私
学
共
済
の
業
務
内
容
や
事
務
手
続
き
等

に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
知
識
・
経
験
の
あ
る

人
を
対
象
と
し
、
事
例
演
習
を
中
心
に
グ

ル
ー
プ
形
式
で
行
う
研
修
で
す
。

（
共
済
事
務
経
験
年
数
が
お
お
む
ね
三
年
以

上
の
人
を
対
象
）

〔
日
帰
り
研
修
〕
…
長
期

▼
申
込
方
法
等

①
　
開
催
案
内
の
「
平
成
十
四
年
度
第
一
回

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
参
加
申

込
書
」
に
よ
り
、
六
月
七
日
（
金
）
ま
で

に
到
着
す
る
よ
う
に
共
済
事
業
本
部
あ

て
郵
送
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

②
　
申
込
み
が
各
ク
ラ
ス
の
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
参
加
の

可
否
を
問
わ
ず
、
六
月
下
旬
ま
で
に
所

属
校
を
経
由
し
て
申
込
者
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

共
済
事
業

(1)

(2)
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第第５５４号４号 平成平成１１４年６月１日４年６月１日

共済事業共済事業　　今月のワンポイント今月のワンポイント

　積立共済年金の前期加入申込受付期間は６月３日　積立共済年金の前期加入申込受付期間は６月３日（月）（月）

から６から６月月２２８８日日（金）（金）までです。までです。新規加入のほかに、新規加入のほかに、既加入既加入

者のコース加入や口数変更者のコース加入や口数変更（増口（増口・・減口）減口）の申込みも受けの申込みも受け

付けます。付けます。ご希望の方は早めに申し込みください。ご希望の方は早めに申し込みください。

積立共済年金の前期加入申込期間積立共済年金の前期加入申込期間

　平　平成成１１５５年度に資格関係の様式用紙が全面改正になりま年度に資格関係の様式用紙が全面改正になりま

す。す。既に電算用紙で資格関係の報告を実施している学校法既に電算用紙で資格関係の報告を実施している学校法

人等は、人等は、改正後の様式用紙で改めて私学事業団の承認が必改正後の様式用紙で改めて私学事業団の承認が必

要となりますので、要となりますので、事前に新用紙見本を送付します。事前に新用紙見本を送付します。

　ついては、　ついては、任意の用紙に任意の用紙に「学校記号番号」「学校記号番号」及び及び「改正後「改正後

の新用紙見本希望」の新用紙見本希望」と記入のうえ、と記入のうえ、業務部資格課あてに申業務部資格課あてに申

し出てください。し出てください。また、また、新たに実施を希望される学校法人新たに実施を希望される学校法人

等についても、等についても、同様に申し出てください。同様に申し出てください。

　なお、　なお、今回送付できる用紙見本は、今回送付できる用紙見本は、「標準給与基礎届書」「標準給与基礎届書」・・

「標準給与改定届書「標準給与改定届書（現変更届書）」（現変更届書）」・・「賞与等支給報告書「賞与等支給報告書（新（新

用紙）」用紙）」の３種類です。の３種類です。

平成平成1515年度以後の電算用紙による年度以後の電算用紙による
標準給与基礎届書等の報告標準給与基礎届書等の報告

　共済定期保険の前期加入申込期間は６月３日　共済定期保険の前期加入申込期間は６月３日（月）（月）からから

６６月月２２８８日日（金）（金）までです。までです。今回は新規加入のみを受け付け今回は新規加入のみを受け付け

ます。ます。

　なお、　なお、「３大疾病保障コース」「３大疾病保障コース」とと「長期休業補償コース」「長期休業補償コース」

の加入申込み及び既加入者の加入内容の変更や脱退はの加入申込み及び既加入者の加入内容の変更や脱退は、、１１１１

月月の後期加入申込期間に申し出てください。の後期加入申込期間に申し出てください。

共済定期保険の前期加入申込期間共済定期保険の前期加入申込期間

　加入者向広報　加入者向広報「レター」「レター」７月号、７月号、事務の手引、事務の手引、関係法令関係法令

集を７月上旬に学校法人等あてに送付します。集を７月上旬に学校法人等あてに送付します。

　５月末現在の加入者数でお送りしますので、　５月末現在の加入者数でお送りしますので、配付時に部配付時に部

数が不足した場合は、数が不足した場合は、共済事業本部広報相談センター広報共済事業本部広報相談センター広報

班まで申し出てください。班まで申し出てください。

加入者向広報加入者向広報「レター」「レター」７月号７月号
事務の手引事務の手引・・関係法令集の送付関係法令集の送付

　「標準給与基礎届書」　「標準給与基礎届書」の報告同様の報告同様「賞与等支給報告書」「賞与等支給報告書」（平（平

成成１１５５年４月以後の新用紙）年４月以後の新用紙）についても磁気媒体による報告についても磁気媒体による報告

を受け付けることになります。を受け付けることになります。平平成成１１５５年度以後新たに磁気年度以後新たに磁気

媒体による報告を希望される学校法人等は、媒体による報告を希望される学校法人等は、任意の用紙に任意の用紙に

「学校記号番号」「学校記号番号」及び及び「標準給与基礎届書等の磁気媒体によ「標準給与基礎届書等の磁気媒体によ

る報告要領の送付希望」る報告要領の送付希望」と記入のうえ、と記入のうえ、業務部資格課あて業務部資格課あて

に申し出てください。に申し出てください。

　なお、　なお、既に実施している学校法人等については、既に実施している学校法人等については、改めて改めて

私学事業団の承認が必要となりますので、私学事業団の承認が必要となりますので、６月上旬に報告６月上旬に報告

要領を送付いたします。要領を送付いたします。

平成平成1515年度以後の標準給与基礎届書等の年度以後の標準給与基礎届書等の
磁気媒体による報告要領の送付磁気媒体による報告要領の送付

　生涯生活設計セミナー　生涯生活設計セミナー（加入者とその配偶者を対象とし（加入者とその配偶者を対象とし

たコース）たコース）の申込み締切りは６の申込み締切りは６月２１月２１日日（金）（金）必着です。必着です。ごご

希望の方は早めに申し込みください。希望の方は早めに申し込みください。

生涯生活設計セミナーの申込締切生涯生活設計セミナーの申込締切

http://www.shigakukyosai.jp/http://www.shigakukyosai.jp/

　　　　共済事業に関するお問い合わせは共済事業本部まで共済事業に関するお問い合わせは共済事業本部まで

〒〒113-8577 113-8577 東京都文京区湯島１東京都文京区湯島１--７７--５５　　　　0303（（38133813））53215321 ( (代表代表))

電話番号のかけ間違いにご注意ください電話番号のかけ間違いにご注意ください

７月の共済スケジュール

１日（月）

２日（火）

10日（水）

15日（月）

掛金

貸付

貯金

貸付

５月分納期限

送金

払込期限〔必着〕

申込・任意償還申出締切

６月の共済スケジュール

３日（月）

10日（月）

14日（金）

20日（木）

24日（月）

25日（火）

28日（金）

積立共済年金・共済定期保険

貸付

貯金

貸付

貯金

貸付

貯金

積立共済年金

貸付

積立共済年金・共済定期保険

海外保養施設

前期加入申込開始

送金

払込期限〔必着〕

申込・任意償還申出締切

送金

送金

払戻・解約請求締切

脱退申出等締切

翌月22日送金申込締切

前期加入申込締切

９月利用予約締切

平成14年度第１回事務担当者連絡会

　　　　　　　　　　　 （7／5（金）まで）

6月11日

（火）～

共
済
事
業
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平成平成１１４年６月１日４年６月１日 第第５５４４号号

　
基
金
だ
よ
り

 

学
術
研
究
振
興
基
金

　
　
　
　
　
　
　
寄
付
者
芳
名

（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
九
三
～
九
四

●　月報私学　●　月報私学　66月号（月号（VOLVOL..5454）　平成）　平成1414年年66月月11日発行日発行

●　編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団／〒●　編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団／〒102-8145 102-8145 東京都千代田区富士見東京都千代田区富士見1-10-12  1-10-12  　　0303（（32303230））78107810～～1111（企画室）（企画室）

（禁無断転載）（禁無断転載）

「
月
報
私
学
」
ご
活
用
の
お
願
い

　
平
素
、
本
誌
を
ご
活
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
近
、
送
付
先
・
数
等
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
送
付
先
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と

し
て
い
ま
す
。

　
①
学
校
法
人
理
事
長

　
②
共
済
事
務
担
当
部
署

　
な
お
、
同
一
法
人
で
複
数
の
学
校
を
設

置
し
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
共
済
業
務
の
学
校
記
号
番
号
が
付

与
さ
れ
て
い
る
学
校
ご
と
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
個
人
購
読
の
ご
希
望
に
つ
い
て
は
お
受

け
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
誌
を
広
く
ご
活
用

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
各
部
署
へ
の
「
回

覧
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
本
誌
の
内
容
は
本
事
業
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
当

月
号
だ
け
で
な
く
過
去
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
度
　
　
　
　
　
　
　

　
　
学
術
研
究
振
興
資
金

　
　
　
　
　
　
　
贈
呈
式
ご
案
内

　
平
成
十
四
年
度
学
術
研
究
振
興

資
金
贈
呈
式
を
左
記
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
九
一
件
の
研
究
に
総

額
一
億
九
、
七
八
〇
万
円
を
交
付
す

る
予
定
で
す
。

　
　

◇
日
時

　
六
月
十
四
日
（
金
）

午
後
四
時
三
十
分
～

◇
場
所
　
　
　

   

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

　
五
階
　
講
堂

　
東
京
都
千
代
田
区
富
士
見

　          

一 

― 

十 
― 

十
二

☆
照
会
先
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

　
　
　
　
　
助
成
部
　
寄
付
金
課

　　
　
　
　
　
　
　

日
本
工
業
倶
楽
部
　
　
様

▼
今
月
号
表
紙
の
興
福
寺
は
、
東
大
寺
・

唐
招
提
寺
・
薬
師
寺
・
平
城
宮
跡
な
ど
と

と
も
に
「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
と
し

て
、
一
九
九
八
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
奈
良
県
に
は
こ
の
ほ
か
「
法

隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
群
」
が
一
九
九

三
年
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
」
を
批
准
し
て
い
る
国
が
申

請
し
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文

化
機
関
）
の
「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録

さ
れ
て
、
初
め
て
世
界
遺
産
に
な
り
ま
す
。

▼
日
本
で
は
、
文
化
遺
産
が
前
記
の
二
物
件

の
ほ
か
、「
姫
路
城
」・「
古
都
京
都
の
文
化
財

（
京
都
市
、
宇
治
市
、
大
津
市
）」・「
白
川

郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」・「
原
爆
ド
ー

ム
」・「
厳
島
神
社
」・「
日
光
の
社
寺
」・「
琉
球

王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
の
計
九

物
件
、ま
た
自
然
遺
産
と
し
て「
屋
久
島
」・

「
白
神
山
地
」の
二
物
件
、
合
計
で
一
一
の

物
件
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
日
本
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に

は
、
文
化
財
保
護
法
や
自
然
環
境
保
全
法

な
ど
で
保
護
さ
れ
、
国
が
推
薦
す
る
物
件

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
本
誌
表
紙
で
の
日
本
の
世
界
遺
産
紹
介

を
機
に
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
世
界
遺

産
は
是
非
見
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
が

募
っ
て
き
ま
し
た
。
　

◇融資部融資金利につい◇融資部融資金利についてて（平（平成成1144年年55月月88日現在）日現在）
　　毎月の金利情勢により変更することがあります毎月の金利情勢により変更することがありますのので、で、最新の最新の
金利については融資課にお問い合わせ下さい。金利については融資課にお問い合わせ下さい。事業団のホーム事業団のホーム
ページでもご覧になれます。ページでもご覧になれます。
※一般施設費のうち、※一般施設費のうち、貸付期間貸付期間1010年ものは年ものは1.401.40％です。％です。

（
企
画
室
）

（注）融資事業の詳細については、本年（注）融資事業の詳細については、本年55月号（月号（VOL.VOL.5353）をご参照ください。）をご参照ください。

校（園）舎、体育館、遊戯室等校（園）舎、体育館、遊戯室等

の新・増・改築、買収等の新・増・改築、買収等

校（園）地の買収、造成等校（園）地の買収、造成等

融資費目融資費目 融資金利融資金利 備　　　　考備　　　　考

一一般施設費般施設費

教 育 環教 育 環 境境
整整   備備   費費

災害復旧費災害復旧費

公害対策費公害対策費

特別施設費特別施設費

年年  ％％

1.801.80

1.701.70

1.701.70

1.701.70

1.701.70

1.301.30

1.301.30

1.401.40

1.301.30

1.701.70

1.701.70

1.701.70

2.002.00

私立大学ハイテク・リサー私立大学ハイテク・リサー

チ・センチ・センター等整備事業ター等整備事業

防災防災((地震地震))対策費対策費

沖縄分沖縄分((専修・各種学校を除く専修・各種学校を除く))

移転費移転費((大学・短大大学・短大))

校教具、通園バスの購入等校教具、通園バスの購入等

過疎高校・私大奨学事業過疎高校・私大奨学事業

特別災害を含む特別災害を含む

寄宿舎、セミナーハウスの新築等寄宿舎、セミナーハウスの新築等

国際交流施設国際交流施設

障害者利用施設障害者利用施設

大型設備・情報技術整備等大型設備・情報技術整備等

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
寄
付
金
課
　
学
術
振
興
基
金
係
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇共済業務に関するお問い合わせは、共済事業本部まで　　03(3813)5321（代表）




